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１．はじめに

⑴　理解が追い付いていない
　2015年６月１日施行のコーポレートガバナン

ス・コードによって、企業統治改革は一気に動き

出したかに見える。しかし、条件設定が整ったに

すぎず、その成果はまだこれからである。企業側、

機関投資家側それぞれの課題も浮き彫りになって

きた。例えば、経営の監督と執行の役割明確化の

議論について、企業、機関投資家ともに理解が十

分とは言い難い。また、「対話」についても解釈

の幅は広く、IR担当者とのミーティングから海外

で行われている改善提案を含む「エンゲージメン

ト」をイメージしているものまで様々である。企

業統治改革はやっと動き出したところであり、こ

こから共通理解を深めて着実な成果を求めていく

必要がある。

　一連の企業統治改革が企業、機関投資家双方の意識改革をもたらしている。ただし、実際に行動が変わり、改
革の方向を見定め取組み始めている例は、まだ多くはない。企業も機関投資家も原則主義の利点を生かし、独自
の工夫をすべきである。つまり、考える力が試されている。機関投資家の課題は、戦略的なエンゲージメント実
行のために、目的の明確化、議題の選定、対話スキル向上、個人のスキルを補う組織的サポート体制などを含め
た実力強化であろう。そして、将来のある段階では、集団的エンゲージメントが必然となってくるのではないか。
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